




１ （仮称）一関市地域クラブ活動推進計画の策定 

 策定理由 

令和７年 12 月に文部科学省が策定した「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的

なガイドライン」の中で、市区町村等は、幅広い関係者による協議会等を設置し、定期的な情報共有・

連絡調整等を行うとともに、推進計画等の策定により、改革方針や具体的な取組の内容、スケジュー

ル等について分かりやすく周知することが求められると示されている。 

このことから、本市における部活動の地域展開で目指す姿を明確にし、そのための具体的な方針等

をまとめた推進計画を策定し、円滑な地域展開の推進を図る。 

 推進計画に記載する予定の内容 

① 計画策定の趣旨 

② 本市における部活動の現状 

  ③ 基本目標と基本方針 

  ④ 地域展開の方向性 

⑤ 地域展開のスケジュール（ロードマップ） 

 本市における地域展開のイメージ 

※地域クラブ活動は、国のガイドラインが示す認定制度に基づく認定を受けて活動することが基本と 

 なる。 

 現状・ニーズ等の把握 

部活動の現状と関係者のニーズ等を把握するため、次のことを行う。 

① 計画策定に係るアンケート調査の実施 

    対象：小学校５・６年生児童とその保護者 

       中学校１・２年生生徒とその保護者 

       中学校教員 

    期間：令和８年５月下旬 ～ ６月中旬 

国の「改革推進期間」 国の「改革実行期間」（前期） 国の「改革実行期間」（後期）

② 計画策定に係る地域部活動登録団体との懇談会（ワークショップ） 

   期日：令和８年７月２日（木）千厩市民センター 

      令和８年７月９日（木）一関ヒロセユードーム 

   対象：地域部活動登録団体の関係者、担当教員（顧問）  

③ 計画策定に係るスポーツ・文化芸術関係団体との懇談会（ワークショップ） 

 期日：令和８年８月６日（木）一関ヒロセユードーム 

  対象：一関市スポーツ協会、種目別競技協会、一関市芸術文化協会、芸術文化関係団体 

２ 推進計画の策定と合わせて検討する事項 

次の事項を検討するに当たり、委員の皆様からご意見をいただきたい。 

 地域クラブ活動に関する認定制度の創設 

    競技力向上を主目的としたチーム・スクール等との区別や質の担保等の観点から、国が示す認 

  定要件及び認定手続等に基づき、市が「認定地域クラブ活動」として認定する制度の創設につい

て。 

 「認定地域クラブ活動」を支援する補助制度の創設 

    認定地域クラブ活動の運営費は、原則、受益者負担であるが、国が定める認定要件に「低廉な 

参加費等の設定」があり、認定地域クラブ活動が持続的・安定的に運営されるために必要な補助 

制度について。 

 指導者確保の方策 

① 指導者人材バンク 

 部活動の地域展開における大きな課題である指導者の確保について、地域指導者の掘り起こし 

   やマッチングを支援するための指導者人材バンクの設置の必要性と運用について。 

② 「認定地域クラブ活動指導者」登録制度の創設 

指導者による暴力・暴言・ハラスメント、虐待、いじめ、無視等の不適切行為の防止等を徹底 

し、認定地域クラブ活動に参加する生徒が安全・安心に活動に取り組めるよう、適切な資質と能 

力を備えた指導者を登録する制度の創設について。 

３ 令和８年度の取組のスケジュール 

 ５月  〇計画策定に係るアンケート調査 

〇第１回一関市地域クラブ活動推進協議会 

・令和８年度の部活動の地域展開に向けた取組について 

  ７月  〇計画策定に係る地域部活動登録団体との懇談会（ワークショップ） 

  ８月  〇計画策定に係るスポーツ・文化芸術関係団体との懇談会（ワークショップ） 

  １０月  〇第２回一関市地域クラブ活動推進協議会  

       ・（仮称）一関市地域クラブ活動推進計画（骨子案）について 

       ・地域クラブ活動に関する認定制度（案）について 

       ・「認定地域クラブ活動」への補助制度（案）について 

       ・指導者確保の方策（案）について 

 ２月  〇計画策定に係るパブリックコメントの実施 

〇第３回一関市地域クラブ推進協議会 

       ・（仮称）一関市地域クラブ活動推進計画（最終案）について 

  ３月  〇計画策定、認定制度及び補助制度の決定

令和８年度の部活動の地域展開に向けた取組について



資料１



中学生のスポーツ・文化芸術活動の区分

単独 合同 休日型 全日型 クラブチーム・民間の教室 認定地域クラブ活動

・平日：学校

・休日：地域の団体等

  （実際は保護者会中心）

・平日：学校教育の一環

・休日：社会教育の一環

対象者 ・在籍校の生徒（学校単位）
・在籍校の生徒

（合同で活動する学校）

・在籍校の生徒（学校単位）

（日常練習のみ他校生徒の受入可

の団体あり）

・在籍校の生徒（学校単位）

・在籍校に当該部がない場合に他

校生徒の受入可

・希望する生徒 ・希望する全生徒

活動場所 ・主に通学する中学校 ・主に合同で活動する中学校
・主に通学する中学校

・公共施設

・主に通学する中学校

・公共施設
・公共施設

・学校施設

・公共施設

指導者
・平日の活動は学校部活動と同じ

・休日は地域の指導者
・地域の指導者

・地域の指導者

・専門の指導者
・市が認定する地域の指導者

運営費 ・学校予算と受益者負担で運営 ・受益者負担で運営 ・受益者負担で運営 ・受益者負担で運営

運営費に対する補助
・一関市地域部活動補助金
（上限５万円）

・一関市地域部活動補助金
（上限10万円）

・なし ・新しい補助制度の創設を検討

ケガや事故の保険
・平日の活動は学校部活動と同じ

・休日の活動は活動団体で加入
・活動団体で加入 ・活動団体で加入 ・活動団体で加入

中体連大会への参加 ・出場可能

・出場可能

（県大会以上の大会は特設部扱い

となり、生徒が在籍している教員

の引率が必要だが、県中体連に登

録することで地域クラブとして参

加可能）

・県中体連に登録することで参

加可能

・県中体連に登録することで参加

可能

学校教育外の活動

・社会教育の一環

・社会教育の一環

（競技力向上を主目的としたチー

ム・スクール等との区別や質の担

保等の観点から、国のガイドライ

ンが示す認定要件等に沿って、市

が認定するもの）

項目

活動の位置付け ・社会教育の一環

地域部活動学校部活動

・学校教育の一環

運営主体
・地域の団体等

（実際は保護者会中心）
・地域の団体、民間事業者等・学校

・学校

（部員数減少により単独で

チーム編成ができない場合）

・地域の団体等

例：種目別競技協会、保護者会、

その他任意団体

・教員（顧問）

・外部指導者

・学校予算で運営

・学校で加入

・保護者会練習時は活動団体で加入

・出場可能

資料２


